
三
四

六
世
紀
前
牛
、
北

シ
ナ
に
お
い
て

形
成

さ
れ
た
無
佛
思
想

に
つ
い
て

藤

堂

恭

俊

鞘

シ
ナ
に
お
け
る
佛
教

の
受
容

・
展
開

の
丘
に
形
成
を
み
る
に
至
つ

　

た
末
法

の
意
識
、
末
法
の
自
覺
は
、
夙
に
結
城
博
士
に
よ
つ
て
指
摘

さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
易
揚

せ
し
め
る
に
充
分
な
歴
史
的
事
情

と

し
て
の
北
周
の
廢
佛

駅
隷
～
㎝
刈『

に
先
立

つ
十
六
-
廿
年
以
前
に
、

既
に
南
岳
慧
思
禪
師
に
お
い
て
始
ま
つ
て
い
る
。
今
茲
に
詮
索
せ
ん

と
す
る
無
佛
思
想
は
、
慧
思

の
立
誓
願
文
作
成

の
年
と
さ
れ
る
五
五

八
年

(
四
五
歳
撰
)
に
遡
る
三
十
五
年
前
よ
り
、
言
い
か
え
る
と
、

北
魏
の
後
期
か
ら
東
魏
の
中
期
に
か
け
て
の
四
分

の

一
世
紀
間
に
形

成
を
み
る
に
至

つ
た
も
の
で
あ
り
、
北
魏
時
代
に
お
け
る
佛
歡
信
仰

の
展
開
史
の
上
に
形
成
さ
れ
た

「
救

い
な
き
絶
望
」
、.
「
悟
り
に
至
る

通
路
の
崩
失
」
と
言
う
悲
痛
な
意
識
、
深
淵
の
自
覺
を
精
神
内
容
と

す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
拙
稿

の
意
圖
す
る
と
こ
ろ
は
、
北
魏
宋
か
ら
北
齊
の
初
に
か

②

け
て
生
存
し
て
い
た
と
傳
え
ら
れ
る
曇
鸞

の
無
量
壽
經
論
11]L
開
卷
劈

頭
に
、

「
於
五
濁
之
世

於
無
佛
時
」
と
言
つ
て
い
る
無
佛

の
内
容

規
定
を
、
彼
の
生
存
期
間
内
に
お
い
て
看

取
さ
れ
る
造
像
銘
記
や
書

寫
經
典

の
奥
書
か
ら
推
定
し
、
さ
ら
に
そ

の
思
想
が
形
成
さ
れ
る
背

景
と
し
て
の
歴
史
的
事
情
を
、
そ
れ
ら
銘
文
等

に
求
め
つ
つ
、
そ
の

詮
索
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
後
續
す
る
宋
法
思
想
と
の
つ
な
が
り

を
も
究
明
し
よ
う
と
す
る
に
あ
る
。



註

ω

支
那
佛
教

に
於
け

る
末
法
思
想

の
興
起

(東
方
學
報
、
東
京
、
第

六
册
所
收
)

②

續
古
回
倍
梅
阿卷
第

亠ハ
の
晶
胸彎
}傳
∵
甲

(
正
藏

叭
O°
縣
刈
ρ
O
)

に
は
、
彼

の
寂
年

を
東
魏
興
和
四
年

叭
合

と

し
て
い
る
。

し
か
る
に
同
卷
第

廿

の
潜
冖綽

傳
中

に
は

「
(波

水

石
壁
玄
中
・)

寺
即
齊
時
晶
欝
鸞
法
師
之
所
脚

立
」

(
正
藏

駅
O
°
$
ω
゜
O
)
と
言

い
、
迦
才

の
淨
土
論

に
は

「
魏
末

宀咼
齊

之
初
獪
在
」

(
正
藏
　
心
刈
O
刈
゜
O
)
と
言

い
、
さ
ら

に
こ
れ
ら

の

読

を
肯
定
す

る
か

の
如

く
ρ
北
齊

天
保

五
年

叭
釁

二
月
邁
營

の
太
子

造
像

銘

の
な

か
に

「
比
丘
僣
曇

黶
」

(大
村
西
崖
氏
、
支
那
美
術
史

彫

塑
篇

呂
oQ
頁

)

の
名
を
見
出
し
う

る
か
ら
、
北
齊

の
初
期

に
は
生

存

し
て
い
た

こ
と

が
保
證

さ
れ
る
。

二

曇
鸞
は
そ
の
主
著
、
無
量
壽
經
論
註

の
開
卷
劈
頭
に
お
い
て
、
阿

眦
跛
致

の
證
得
に
か
か
わ
る
實
踐
行
法
を
規
定
す
る
に
當
り
、
龍
樹

　　

の
十
佳

毘
婆
沙
論
易
行
品
に
読
示
す
る
難
易
の
範
購
を
借
用
し
つ
つ

も
、
彼

に
よ

つ
て
經
驗
さ
れ
た
歴
皮
的
現
實
に
重
點
を
置
き
、
言
い

か
え
る
と
、
行
縁
と
言
う
彼
獨
自
の
觀
點
に
立
つ
て
他
力
易
行

の
定

立
を
行

つ
て
い
る
。
帥
ち
、

於
五
濁
之
世
於
無
佛
時
求
阿
眦
跛
致
爲
難
。
此
難
有
多
途
。
粗
言

五
三
以
示
義
意
。

一
者
外
道
相
善
亂
菩
薩
法
。

二
者
聲
聞
自
利
障

六
世
紀
前
半
、
北
シ
ナ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
無
佛
思
想
に
つ
い
て

大
慈
悲
。

三
者
無
顧
惡
人
破
他
勝
徳
。

四
者
顛
倒
善
果
能

壞

梵

行
。
五
者
唯
是
自
力
無
他
力
持
。
如
斯
等
事
觸
目
皆
是
。

②
と
言
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
か
く
曇
鸞
に
よ
つ
て

「
於
五
濁
之
世
於

無
佛
時
」
と
實
感
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も

の
は
、
修
行
が
行
わ
れ
る
實

踐

の
場
、
實
踐
に
封
し
て
種

々
な
限
定
を
加
え
る
歴
史
的
瓧
會
に
關

し
て
で
あ
る
。

こ
の
實
感
の
表
現
と
し
て
の
五
濁
之
世
と
無
佛
時
と

は
關
聯
性

の
な
い
も
の
で
は
な
い
が
、
前
者
は
人
間
自
身
及
び
人
間

世
界
に
關
す
る
規
定
で
あ
る
の
に
樹
し
、
後
者
は
救
い
に
あ
つ
か
る

も

の
と
能
救
濟
者
た
る
佛
と
の
間
の
關
係
を
規
定
す
る

も

の

と

し

て
、
兩
者
を
同
義
異
語
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
ら
ば
無
佛
と
は
そ
の
内
容
を
い
か
に
規
定
し
う
る
で
あ
ろ
う

か
o
私
は
曇
鸞

の
生
存
期
間

の
う
ち
に
含

ま
れ
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ

の
廿
五
ク
年
問
に
、
し
か
も
同
じ
北

シ
ナ

の
地
に
お
い
て
造
營
さ
れ

た
造
像
に
附
せ
ら
れ
る
數
種

の
銘
文
等
を

手
が
か
り
と
し
て
、
課
題

の
究
明
に
つ
と
め
よ
う
と
思
う
。
か
の
洛
陽
に
お
い
て
發
掘
さ
れ
、

開
封
博
物
館

に
所
藏
さ
れ
て
い
る
石
刻
、
北
魏
正
光
五
年

㎝
トのら
の
劉

⑧

根
等
四
十

一
人
造
三
級
磚
淨
圖
記
に

k
生
於
千
載
之
下
。
進
不
値
鷲
巖
初
軒
。
退
未
遇
龍
華
寶
駕
。

三
五



と
言
い
、
羅
振
玉
藏
柘
本
、
北
魏
永
安
三
年

隠
O
の
比
丘
道
翫
等
造

㈲

石
像
記

に

前
不
値
釋
迦
初
興
。
却
不
逢
嬢
怯
之
子
。

と
言
い
、
龍
門
石
窟
蓮
華
洞
の
南
壁
下
部
に
あ
る
三
奪
形
式

の
坐
佛

の
龕
に
附
せ
ら
れ
た
る
、
北
魏
永
熙
二
年

叭
も。G。
の
元
口
等
法
儀
廿
餘

　

人
造
像
記
に

生
於
千
載
之
下
。
進
不
値
鷲
巖
初
軒
。
退
未
邁
龍
華
寶
駕㈲

と
言
い
、
叉
同
年
、
比
丘
慧
榿
所
寫
の
寶
梁
經
卷
上
奥
書
に

比
丘
慧
榿
自
惟
。
幅
薄
生
羅
蓮
宋
。
前
不
及
釋
迦
九
會
。
後
不
經

彌
勒

三
唱
。
於
中
苦
切
。

と
言
い
、
羅
振
玉
藏
柘
本
、
西
魏
-K
統
111年

5
37
S
造
中
興
寺
石
像

r
-

記
に嗟

雙
林
之
己
逝
。
慮
三
會
之
難
邀
。

と
言
い
、
補
訪
碑
録

に
山
西
孟
縣
に
在
り
と
記
さ
れ
る
も
の
で
、
羅

振
玉
藏
柘
本

の
東
魏
武
定
七
年

叭心
O
の
定
襄
縣
高
嶺
以
東
諸
村
昌
儀

⑧

道
俗
造
像
記
に

生
遭
季
蓮
。
不
値
釋
迦
初
興
。
後
未
遭
彌
勒
勤
三
會
。
二
聖
中
間

日
有
口
歎
。

三
六

と
言

つ
て
い
る
。

こ
れ
ら
五
種
の
銘
文
と

一
種
の
寫
經
奥
書
に
見
出

さ
れ
る
釋
迦

・
彌
勒
の
い
つ
れ
に
樹
し
て
も
無
縁
で
あ
る
と
言
う
自

覺
は
、
曇
鸞
の
言
う
無
佛

の
内
容
規
定
を
行
う
に
あ
た
つ
て
重
要
な

資
料
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

,佛
教

の
信
仰
者
を
し
て
、
釋
迦

・
彌
勒

の
い
つ
れ
に
封
し
て
も
無

縁
な
る
こ
と
を
自
覺
せ
し
め
る
に
至

つ
た
も

の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
當

の
禮
拜
の
封
象
と
し
て
の
釋
迦
と
彌
勒
と
で
あ
る
。
こ
の
兩
つ
の
封

象
は
、
龍
門
石
窟
に
造
像
さ
れ
た
北
魏
時

代
の
奪
像
總
數
二
〇
六
の

⑧

な
か
、
釋
迦
四
三
、
彌
勒
三
五
と
言
う
、
言
い
か
え
れ
ば
、
曾
像
總

數

の
三
分
の

一
強
と
言
う
數
的
優
位
性
を
持

つ
點
、
北
魏
に
お
け
る

佛
教
信
仰
の
主
流
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も

こ
の
兩
者
は
魏
書

の
編
纂
者
た
る
魏
收
に
よ

つ
て
、

「
釋
迦
前
有
六

佛
。
釋
迦
繼
六
佛
而
成
道
。
處
今
賢
劫
文
言
。
將
來
有
彌
勒
佛
。
方

繼
釋
迦
而
降
世
。
」
と
釋
老
志
に
綴
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
世
代
的

系
列
に
お
い
て
つ
な
が
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
釋
迦

・
彌
勒

に
封
す
る
信
仰
は
、
雲
崗
や
龍
門
の
石
窟

に
お
い
て
營
ま
れ
た
造
像

が
如
實
に
物
語
る
よ
う
に
、
釋
迦

一
生
涯

の
傳
歴
と
そ
の
所
読

の
法

o
'
　

に
關
す
る
關
心
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
し
か
も
數
的
優
位
に



お
い
て
示
さ
れ
る
關
心
の
廣
さ
は
、
か
え
つ
て
そ
れ
ら
二
尊
に

「
直

參
す
る

こ
と
が
出
來
な
い
」
と
言
う
逆
な
方
向
に
信
仰
を
深
化
し
、

途
に
無
縁
な
る
こ
と
を
自
覺
せ
し
め
る
に
至
る
。
し
か

ら

ば

な

に

が
、
か
か
る
結
果
を
導
き
出
す
に
至

つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

釋
老
志

の
編
纂
官
は
諸
經
典
か
ら
學
び
と
つ
た
で
あ
ろ
う
佛
常
佳

不
滅
の
思
想
を
、

「佛
生
非
實
生
。
滅
非
實
滅
」
と
表
現
し
な
が
ら

も
、
す
ぐ
そ
れ
に
つ
づ
い
て

「
佛
既
謝
世
。

香
木
焚
尸
。

靈

骨

分

碎
。
大
小
如
粒
。
(中
略
)
胡
言
謂
之
舍
利
。
弟
子
牧
奉
置
之
寶
瓶
。

竭
香
花
致
敬
慕
。

建
宮
宇
謂
爲
塔
。

塔
亦
胡
言
獪
宗
廟
也
。
」
と
、

釋
迦
の
入
滅
せ
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
經
典
に
導

か
れ
た
常
佳
の
觀
念
は
、
オ
ン
ド
に
求
法
巡
禮
し
た
シ
ナ
の
佛
教
徒

や
、
イ

ン
ド
か
ら
法
を
傳
え
る
た
め
に
シ
ナ
に
來
て
い
る
佛
教
徒
か

ら
、
彼
等

が
か
の
地
に
お
い
て
實
際
に
見
聞
し
た
佛
舍
利
や
塔
に
封

す
る
崇
拜

の
既
存
せ
る
こ
と
を
耳
に
す
る
に
つ
け
、
容
易
に
く

つ
が

え
さ
れ

る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
釋
迦
は
既
に
こ
の
世
を
去
ら
れ
た
と

言
う
意
識

は
、
直
接
そ
の
温
容
に
接
し
教
え
を
聽
聞
す
る
こ
と
の
不

可
能
な
る

こ
と
を
醒
ま
し
め
る
と
と
も
に
♪
現
實

の
自
己
と
の
間
に

越
え
が
た
い
時
間
的
斷
絶
の
嚴
存
に
氣
つ
か
し
め
、
隔
絶
感
を
構
成

六
世
紀
前
牛
、
北
シ
ナ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
無
佛
思
想
に
つ
い
て

せ
し
め
る
に
至
る
。

こ
の
隔
絶
感
は
特

に
北
魏
時
代
に
始
ま
る
意
識

　

で
は
な
く
、
夙
に
曹
魏
の
時
代
に

「惟
大
聖

之
難
値
」
と
言
う
表
現

を
も
ち
、
叉
釋
道
安
と
同
時
代
の
康
法
朗

は
、

「
吾
已
不
値
聖
人
。

N
　
　

寧
可
不
覩
聖
處
」
と
言
い
、
隔
絶
感
は
つ
い
に
彼
を
し
て
、
釋
迦
が

そ
の
生
涯
を
逾
ら
れ
た
イ
ン
ド
の
聖
跡
巡
禮
え
と
そ
の
志

を

た

か

め
、
決
行
せ
し
め
る
に
至
つ
て
い
る
。
そ

の
他
、
彼
地
え
經
典
を
求

め
に
行

つ
た
多
く
の
佛
教
徒
や
、
シ
ナ
え

來
至
せ
る
多
く
の
イ
ン
ド

・
西
域
人
か
ら
、
み
つ
か
ら
が
經
驗
し
た
道

中
の
艱
難
辛
苦
を
聞
く

に
つ
け
、
地
域
的
な
隔
た
り
の
い
か
に
大
き
い
か
を
感
じ
た
こ
と
で

も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
時
代
が
降
つ
て
北
魏

の
正
光
元
年

認
O
と
も
な

れ
ば
、

「佛
當
周
昭
王
二
十
四
年
四
月
八
日
生
。
穆
王
五
十
二
年
二

⑬

月
十
五
日
滅
度
」
と
、
か
の
曇
無
最
は
道

士
姜
斌
と
の
封
論
に
お
い

て
言
い
、
シ
ナ
の
聖
者
た
る
老
子
の
誕
生

に
先
立
つ
こ
と
三
四
五
年

以
前
に
釋
迦

の
入
滅
を
計
算
す
る
に
至

つ
て
い
る
。

か
く
し
て
時
間

的
隔
絶
は
數
字
の
上
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
こ
と
に

よ
り
道
士
と
の
對
論
を
佛
教
側
が
有
利
に
は
こ
ぶ
に
至

つ
て
い
る
。

從

つ
て
釋
迦
に
封
す
る
隔
絶
感
は
、
悲
し
み
と
誇
り
と
言
う
相
反
す

る
兩

つ
の
感
情
を
内
含
す
る
も

の
と
も
言

え
よ
う
。

三
七



か
く

し
て
北
魏
時
代
に
お
け
る
釋
遡
に
野
す
る
信
仰
は
、
そ
れ
自

身
に
内
含

す
る
と
こ
ろ
の

「
直
參
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
」
と
言
う

隔
絶
感

が
隘
路
と
な

つ
て
、
そ
の
繼
承
者
と
し
て
の
彌
勒
に
封
す
る

信
仰
え

と
移
行
す
る
。
釋
迦
に
か
わ
つ
て
登
場
し
た
彌
勒
に
樹
す
る
㈹

信
仰
の
内
實
は
、

「
生
天
面
奉
彌
勒
。

諮
受
法
言
。

悟
無
生
忍
。
」

㈲

と
か
、
「
願
己
身
。
與
彌
勒
倶
生
。
蓮
華
樹
下
。
三
會
読
法
。」

と
言

う
よ
う

に
、
兜
率
天
の
彌
勒
、
將
來
こ
の
土
に
出
現
す
る
燭
勒
、
そ

の
い
つ
れ
に
お
い
て
も
、
そ
の
根
底
に
聞
法
の
願
い
を
讃
み
と
る
こ

と
が
出
來
る
。
か
か
る
信
仰
態
度
は
既
に
釋
道
安
に
お
い
て
見
出
せ

る
と
こ
ろ
で
、

「
先
匠
所
以
輟
章
遐
慨
。
思
決
言
於
珊
勒
者
」
と
僭

⑱

叡
に
よ

つ
て
傳
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
述
懐
は
、
釋
迦
入
滅
の
の
ち

イ

ン
ド
や
西
域

の
諸
地
方
に
お
い
て
、
樣

々
な
時
代
に
行
わ
れ
た
大

小
乘
の
種

々
な
經
典
が
、
何
等

の
秩
序
も
な
く
雜
然
と
シ
ナ
に
傳
え

ら
れ
、
そ
れ
ら
を
等
し
く
佛
教
の
創
設
者
た
る
釋
迦
の
直
読
と
し
て

受
容
せ
ん
と
す
る
、
シ
ナ
の
佛
教
徒
が
遭
遇
す
る
教
理
上
の
諸
問
題

の
決
裁

を
、
釋
迦
の
後
繼
者
た
る
彌
勒
に
お
い
て
期
待
す
る
も

の
に

外
な
ら
な
い
。

か
か
る
傾
向
は
、
竺
法
護
や
鳩
摩
羅
什
に
よ
つ
て
漢

　}-y

譯
さ
れ

た
癒
勒
經
典
に
導
か
れ
た
り
、
彼
地
に
お
け
る
彌
勒
信
仰

の

三
八

⑱

實
趺
を
傳
え
聞
く
こ
と
に
よ
り
刺
戟
さ
れ
、
漸
衣
た
か
ま
つ
て
く
る

こ
と
は
推
察
す
る
に
餘
り
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
釋
迦
に

か
わ

つ
て
登
場
し
た
彌
勒
信
仰
に
も
亦
、
釋
迦
信
仰
に
内
含
さ
れ
て

い
た
よ
う
な
隔
絶
感
が
藏
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
付
か
さ
れ
る
。
彌

勒
は
丘
生

・
下
生
の
い
つ
れ
に
お
い
て
も
、

一
は
こ
の
現
實

の
地
上

か
ら
遠
く
が
け
離
れ
た
天
上
界
の
彌
勒

と
し
て
、
他
は
現
實

の
今
か

ら
遙
か
に
遠
い
將
來
こ
の
地
上
に
出
現
す

る
彌
勒
と
し
て
、
現
實
の

自
己
と
の
間
に
隔
絶
の
存
在
を
、
釋
迦
の
場
合
と
同
樣
、
佛
教
徒
に

意
識
せ
し
め
る
に
至
る
。

蓋

こ
れ
を
要
す
る
に
、
世
代
的
系
列
に
お
い
て
つ
な
が
れ
る
釋
迦

と
彌
勒
に
封
す
る
信
仰
に
内
含
さ
れ
る
と

こ
ろ
の
隔
絶
感
は
、
先
に

掲
げ
た
六
種
の
資
料
に
お
い
て
遺
憾
な
く
述
懷
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

隔
絶
感
は
釋
迦

・
彌
勒
に
封
す
る
信
仰
に
お
い
て
、
願
い
求
め
ら
れ

て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
が
得
ら
れ
な
い
、
報
わ
れ
な
い
と
言
う
、
所

謂
欲
求
阻
止
を
意
識
せ
し
め
る
に
充
分
で
あ
る
。

こ
の

こ

と

は
、

「
於
中
苦
切
」
と
か
、

「
二
聖
申
間
。
日
有
口
歟
」
と
表
現
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
「
救
い
な
き
絶
望
」
・
「
悟
軌
に
至
る
通
路
の
崩
失
」

と
言

つ
た
悲
痛
な
意
識
、
深
淵

の
自
覺
を
形
成
す
る
。

こ
の
よ
う
な



意
識

・
自
覺
の
形
成
に
お
い
て
、
信
仰
の
封
象
と
し
て
の
釋
迦

・
彌

勒
は
、
も

は
や
現
實
の
自
己
に
封
し
て
何
等
關
與
し
な
い
佛
、
役
立

つ
こ
と
の
な
い
佛
と
さ
れ
る
に
至
り
、

つ
い
に

「
現
實
は
無
佛
だ
」

と
言
う
意
識

・
自
覺
を
齎
ら
す
に
充
分
で
あ
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な

點

に
お
い
て
、
曇
鸞
の
言
う
無
佛

の
内
容
を
理
解
せ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
帥
ち
私
の゚
こ
の
理
解
は
、

一
、
曇
鸞

の
行
縁
と
言
う
觀
點
と
、
六
種

の
資
料
に
共
通
す
る
と

こ
ろ
の
二
者
の
中
間
と
言
う
觀
點
と
は
、
と
も
に
現
實

の
今
を

そ
の
立
場
と
し
て
い
る
點
に
撲
を

一
に
し
て
い
る
〇

二
、
曇
鸞
の
信
仰
封
象
た
る
無
量
壽
佛

に
お
い
て
、
「
二
聖
中
間
」

と
言
う
銘
文
の
表
現
す
る
と
こ
ろ
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
な
、

シ
ナ
既
存

の
聖
者
た
る
孔

・
老
二
聖
と
な
ら
ぶ
釋
迦

・
彌
勒

の

上
に
求
め
て
い
た
、
地
上
的
存
在
に
封
す
る
關
心
は
滄
滅
し
て

い
る
。

三
、
解
脱
の
大
願
を
そ
の
根
底
に
ひ
そ
め
て
い
る
聞
法
と
言
う
知

的
な
信
仰
態
度
は
、
曇
鸞
に
よ
つ
て

「
唯
是
自
力
無
他
力
持
」

⑲

も
の
と
し
て
、
信
仰
態
度

の
切
り
か
え
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

四
、
釋
迦

・
彌
勒
は
世
代
的
系
列
に

つ
ら
な
る
も
の
で
あ

つ
た
の

六
世
紀
前
牛
、
北
シ
ナ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
無
佛
思
想
に
つ
い
て

に
反
し
、
曇
鸞
の
信
仰
封
象
た
る
無
量
壽
佛
は
、
か
か
る
世
代

的
系
列
の
外
な
る
佛
で
あ
る
。

こ
れ
ら
四

つ
の
點
と
の
關
聯
に
お
い
て
、
支
持
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ

う
o註

ω

拙
稿

「
十
佳
毘
婆
沙
論
漢

譯
攷

」

(佛
教
丈

化
研
究
第

三
號
所
收
)

②

正
藏

合
.
8
2
6
.
b
°

⑧

塚
本
善
隆
博
士

支
那
佛
教
史
研
究

(北
魏
篇
)
4
5
4
-
4
5
5
頁
。

こ

の
浮
圖

記

の
造
營

さ
れ
た
翌
年

-

正
光
六
年

凱
悼
叭
造
營

に

か

か

る
㍉
齊
魏

郡
州
魏

縣
曹
望
僖
造
彌
勒

下
生

石
像

記

に

「
是
以
仰
思

三

費

之
蹤
。
恨
未

逢
如
來
際
」

(
大
村

西
崖
氏
、

支
那
美
術
史
彫
塑
篇

卜ρ
Gゆ
噴
頁

)
と
言
う

の
は
、
彌
勒

に
ま
で
關
詭
し

な

い
が

「
進

不
値
鷲

巖
初
軒
」

と
同
調
異

曲

の
も

の
で
あ

る
。

㈲

大
村
西
崖

氏

支

那
美

術
史
彫
塑

篇

卜o
自

頁

⑤

龍
門

石
刻
録

々
丈

、
第

9。
ひ
鱒

(
東
方
丈

化
研
究
所

「
龍
門

石
窟

の

研
究
」

所
收

卜3
刈
刈
頁
V

⑯N⑧⑨㈲　

京
都

第
十
五
回
、
第
廿
五
回
大
藏

會
展
觀
目
録

大
村
西
崖

氏

支

那
美

術
史
彫
塑

篇

卜9
c◎
ひ
頁

iB

右

2
7
4
-
2
7
5
頁

塚
本
善
隆
博

士

支
那
佛
教
史
研
究

(
北
魏

篇
)
り。
○。
O
頁

同

右

叭
刈
虧
-
叭
誤

頁

甘
露
元
年

誤

ひ
に
書
寫

さ
れ
た
讐

崘
經
奥
書

(東
京
第

十

一
回

・

,

三
九



京
都

第
廿
七
回
大
藏

會
農

觀
目
録

)

⑫

梁
高

僣
傳
卷
第

四

(
正
藏
5
0
,
3
4
7
,
a
-
b
)

⑬

續
高

曾
傳
卷
第
廿

三
曇
無
最
傳
中

(
正
藏
㎝
O
"
ひ
悼
冷

O
)
元
魏

孝
明

帝

召
佛
道
門
入
論
前
後

(廣

弘
明
集
卷
第

一
所
收

)
(
正
藏
叭
卜。
℃
目
O
O
o
)

㈲

北
魏
孝

昌

元
年

α
卜D
叭
比
丘
尼
俗
逹
造
彌
勒
像
記
、
龍
門

石
窟
敬
善

洞

(龍

門

石
刻
録

々
衣

第

駅
)

㈲

北
魏
永
亭

i1J年

5
10
比
丘
尼
法
慶
造
彌
勒
像
記
、
龍
門

石
窟
古
陽

洞

(龍

門
石
刻
録
,々
文

第

ぴ
コ

)

㈱

信

叡

毘

摩
羅
詰
提
經
義
疏
序

(出

三
藏
記
集
卷
第
八
、
正
藏
㎝
叭
輸

5
9
,
a
)
°
夂
名
僣
傳
第
廿

六
に
よ
れ
ば

、
智
嚴

は
戒
ゐ
問
題

に
つ

い

て

「
不
能
自
決
。
大
爲
憂
苦
」

の
歌
態

で
あ

っ
た
が
、
イ

シ
ド
に
至

り

「
入

定
。

往
兜
率
問
彌
勒

」

に
お

い
て
解
決
し

て

い
る
。

(續
藏

乙
第
七
套

　
"
　
9。
母
り
ぴ
)

.

㈲

竺
蓬

の
課
出
ー

霧

成
纔

一
卷
黶

礁

。
彌
勒
本
願
經

一
姦

騒

鑾

腱
蠣

躔

經

(出
三
藏
墾

卷
箜

、
新
篷

律
論
録
所
收
・正
藏
筋
伊

く◎
"
ρ
弓
び
)。
鳩
摩
羅
什
譯
出
i

彌
勒
下
生

經

一
卷

Q

彌

勒

成

佛

經

一
卷

(
同

上

、

正
藏

5
5
,

1
1
,

a
)A

そ

の
他

沮
萎

陽
侯
譯
出
に
蛮

る
彌
鑾

・墜

生
暴

天
塰

卷
雛

讖

籬
韈

紜

(同
上
、
正
　

55,
13
,
a
)

㈱

法
盛

は

コ
愛
長
國

東
北
。
見
牛
頭
旃
檀
彌
勒
像
。
勇
高

八
尋
L
(名

僣

傳
第
廿
六
、
續
藏

乙
第

七
套
1
,
1
3
h
:,
a
)
と
言

い
、
法
願
は
陀

歴
國

に
お

い
て
彌
勒

菩
薩

の
像
を

み
、
そ

の
土
地

の
人

か
ら
佛
教

の

四
〇

東
漸

は
こ

の
像

が
造

立
さ
れ

て
か
ら
で
あ

る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
o

即
ち

「
衆
僣
問
法
顯
。
佛
法

東
過
。
其
始

可
知

耶
。

顯
云
。
訪
問

彼

土
人
。
皆

云
。
古
老

相
傳
。
自

立
彌
勒

菩
薩
像
後
。
便

有

天

竺

沙

門
o
受

經
律

過
此

(新

頭
)
河
者
。
像

立
在
佛
泥
沍
後

三
百
許
年
。

計

於
周
氏
卆

王
時

。
」

(法
顯
傳
、
正
藏

暫
噂
8
5
8
,
a
)
と
言

い
、
感

銘

を
薪

た
に
し
て

い
る
Q

ま
た
寶

雲

庵

「
於
陀
歴
國
。
見

金
薄

彌
勒

成
佛
像
」

(名
俗
傳

第
廿
六
、
續
藏

乙
、
第
七
套

　
噂
　ら。
訃
》
9
)

⑲

無
佛

乏
言

う
精

紳
的

深
淵

の
突
破
を
意
味

す

る
實
踐
的
態
度

の
切

換

え
が
、
淨
土
教

と
直
結
し

て
行
あ
れ

て
い
る
こ
と

に
つ

い
て
は
、

拙
稿

「
北
魏
時

代
に
於
け
る
淨
土
教

の
受
容

と

そ
の
形
成
」

(佛
教

文

化
研
究
、

第

一
號
)
參

照
。

三

無
佛
思
想

の
形
成
を
釋
迦

・
彌
勒
に
封
す

る
信
仰
の
内
面
に
お
い

て
を
究
明
し
來
つ
た
私
は
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
宗
教
經
驗
を
中
心
と
す

る
所
謂
本
質
的
な
面
と
は
別
に
、
外
部
的
な
影
響
を
さ
ぐ

つ
て
み
よ

う
と
思
う
2

概
に
外
部
的
な
も
の
と
言

つ
て
も
、佛
教

々
團
の
實
趺

や
、

一
般
瓧
會

の
動
靜
な
ど
か
ら
受
け
る
影
響
の
兩
つ
の
面
が
考
え

ら
れ
る
。
先
に
示
し
た
曇
鸞
の
五
つ
の
事
由

の
な
か
、
前
四
項
は
前

者
に
關
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て

は
、
先
に
示
し
た
西
紀



五
三
〇
年

と
五
三
七
年
の
銘
文
に
お
い
て
、
そ
の
手
が
か
り
が
得
ら

れ
る
。

こ
の
な
か
、
曇
鸞
の
四

つ
の
事
由
は
抽
象
的
な
が
ら
、
當
時

の
佛
教
界

つ
教
團
に
封
す
る
反
省
を
根
據
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
り
と
て

こ
れ
を
直
接
、
歴
史
的
事
實

に
照
合
す
る
こ
と
は
、
あ
ま

り
に
牽
強

附
倉
の
こ
と
と
な
り
は
て
る
恐
れ
が
多
い
の
で
、
今
は
彼

の
か
か
げ
た
四

つ
の
事
由

の
背
景
と
な
る
、
北
魏
末
よ
り
東
魏
の
中

葉
頃
ま
で

の
佛
教
界

の
趨
勢
を
簡
單
に
示
す
に
と
ど
め
て
置
こ
う
。

帥
ち
遊
牧

の
生
活
を
し
て
い
た
托
跋
部
矚
が
申
原
の
地
を
征
服
し
て

支
配
權
を
握
る
に
從
い
、
漸
次
漢
化
の
過
程
を
辿
を
の
で
あ
る
が
、

そ
の
欄
、
佛
儒
道
の
三
者
が
文
北
的
指
導
權

の
獲
得
を
め
ぐ

つ
て
文

化
戰
を
展
開
し
、
そ
の
あ
げ
く
世
詛
太
武
帝

に
ょ
る
癈
佛
を
み
る
に

至

つ
て
い
る
。
叉
年

々
六
斛

の
粟
を
僭
曹
に
納

め
る
義
務
制
-
僭
祗

戸
億
、
鮒
年
に
お
け
る
賑
給
、
出
賓
を
な
す
批
倉
事
業
を
件
う
も
の

で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
司
ど
る
も

の
に
よ
つ
て
私
利
私
用
に
供
せ

ら
れ
た
り
、
粟
五
百
石
を
も
つ
て
維
那
等

の
位
が
賣
ら
れ
た
り
し
て

い
る
。
そ

の
外
、

「
假
慕
沙
門
。
實
避
調
役
」
の
類

や
佛
教
匪
の
續

出
等
、
種

々
佛
教
界
の
墮
落

の
傾
向
を
看
取
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

尋
い
で
無
佛
思
想
形
成
の
歴
史
的
背
景
と
し
て
の

一
般
瓧
會
の
動

六
世
紀
前
牛
、
北
シ
ナ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
無
佛
思
想
に
つ
い
て

靜
に
つ
い
て
究
明
を
進

め
よ
う
。
永
安
111
1-
5
　0
比
丘
道
翫
等
造
石

.-.
H

像
記
に

大
魏
永
安
三
年
囑
庚
戌
。
四
海
凶
凶
。

乘
輪
寇
場
。
九
服
荒
荒
。

干
戈
未
蛾
。
邃
令
三
輪
佇
駕
。
法
炬
潛
光
。

と
刻
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
瓧
會

の
歴
史
的
背
景
を
さ
ぐ
る
手
が

か
り
と
な
る
。
私
は
こ
の
銘
文
に
刻
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
事
象
が
、

洛
陽
平
等
寺
の
門
外
に
安
置
ざ
れ
て
い
る
金
像
を
し
て
、
涙
せ
し
め

る
に
至

つ
た
事
件
と
直
結
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
帥
ち
洛
陽
伽

②

藍
記
卷
第
二
に

孝
昌
三
年
十
二
月
中
。
此
像
面
有
悲
容
。

兩
目
垂
涙
。

遍

體

皆

濕
。
時
人
號
日
佛
汗
。

(中
略
)
明
年
四
月
。
爾
朱
榮
入
洛
陽
。

誅
戮
百
官
。
死
亡
塗
地
。
永
安
三
年
三
月
。
此
像
復
汗
。
士
庶
復

往
觀
之
。
五
月
北
海
王
入
洛
。
莊
帝
北

巡
。
七
月
北
海
王
大
敗
。

所
將
江
淮
子
弟
五
千
盡
被
俘
虜
。
無

一
得

還
。
永
安
三
年
七
月
。

此
像
悲
泣
如
初
。
毎
經
神
驗
朝
夕
惶
懼
。
禁
人
不
聽
觀
之
。
至
十

二
月
o
爾
朱
兆
入
洛
陽
擒
莊
帝
。
帝
崩
於
晋
陽
。

と
言

つ
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
十
九
歳

の
肅

宗
孝
明
帝
調

の
時
な
ら

ぬ
崩
御
に
端
を
發
し
、
爾
朱
榮

一
族
の
武
力
的
行
使
に
よ

つ
て
展
開

四

一



さ
れ
る
。
帥
ち
山
西
省
太
原
東
北

の
晋
陽
を
根
據
と
し
、
山
西
北
部

の
秩
序

を
維
持
し
て
い
た
爾
朱
榮

(
字
天
寶
)
は
、
元
天
穆
と
と
も

に
長
樂

王
子
攸

(
の
ち
の
孝
莊
帝
)
を
擁
立
し
、

兵
を
洛

陽

に

進

め
、
肅

宗
を
毒
殺
し
、
三
歳

の
臨
挑

王
世
子
釧
及
び
彼
を
帝
位
に
つ

け
た
靈
太
后
及
び
そ
の
左
右

の
朝
臣
を

一
擧
に
虐
殺
し

た

の

で

あ

る
。
そ
れ
は
西
紀
五
二
八
年
の
四
月
の
こ
と
で
あ
り
、
史
家
は
こ
れ

を
名
づ
け
て
河
陰
の
變
と
言
う
が
、
い
か
に
人
心
を
し
て
不
安
に
追

⑧

い
込
ん
だ
か
は
史
書
に
あ
き
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
、

扁
族
の
爾
朱
世
隆

(字
榮
宗
)
を
帝
室
及
び
諸
侯
の
監
靦

に
當
ら
す

べ
く
洛
陽

に
殘
し
、
晋
陽

に
歸
つ
た
榮
は
、
直
隷
甼
野

に
勢
力
を
擴

㈲

張
し
た
葛
榮
を
攻
め
て
虜
と
し
、
翌
年
五
月
に
は
、
榮

の
從
子
で
あ

る
爾
朱

兆

(字
萬
仁
)
が
、
南
朝
梁

の
援
助
得
て
洛
陽

に
入

つ
た
、

.
-
.

　
n

孝
莊
帝

の
從
兄
に
あ
た
る
北
海
王
元
顯
を
敗
北
せ
し
め
、
彼
の
ひ
き

い
て
き
た
江
淮
の
子
弟
五
千
を
悉
く
俘
虜

と
す
る
に
至

つ
て
い
る
。

さ
ら
に
翌
年
九
月
、
比
丘
道
翫
等

の
石
像
が
造
營
さ
れ
た
年
に
は
、

爾
朱
榮

に
野
し
て
疑
い
を
持
つ
て
い
た
孝
莊
帝
は
、
彼
を
殺
害
せ
ん

⑥

こ
と
を
計
り
、

つ
い
に
榮
及
び
そ
の
子
菩
提
井
に
天
穆
を
帝
都
に
招

r
.r-
　

換
し
、

つ
い
に
こ
れ
ら
を
明
光
殿
に
お
い
て
殺
害
す
る
に
至
る
。

つ

四
二

い
で
十
二
月
に
は
榮

の

一
族
で
あ
る
兆
、

天
光
、

仲
遠
及
び

世

隆

は
、
軍
隊
を
洛
陽
に
進
め
復
讐
戰
を
開
始
し
、
つ
い
に
皇

子

を

始

め
、
臨
淮
王
或
や
左
僕
射
苑
陽
王
誨
を
殺
害
し
、
帝
を
禽
に
し
て
晋

⑧

陽
に
つ
れ
去
つ
た
の
で
あ
る
。
帝
は
の
ち
三
級
佛
寺
に
お
い
て
縊
死

す
る
に
至
つ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
帝
都
洛
陽
を
中
心
と
し
、
而
も

帝
室
を
め
ぐ

つ
て
の
武
力
的
行
使
が
三
ク
年
も
繼
績
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、

「
四
海
凶
凶
。
乘
輪
寇
場
。
九
服
荒
荒
。
干
戈
未
敢
」
と
言

う
銘
文
の
記
事
も
、
多
少
の
誇
張
は
あ
る

と
し
て
も
、
大
體
事
實
を

傳
え
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
.

⑨

次
に
西
魏
大
統
三
年

叭
Q。刈
の
造
中
興
寺
石
像
記
を
み
る
に
、

自
參
朝
政
。
躍
馬
邊
戎
。
値
四
方
多
事
。
蠢
徒
競
紛
。
時
季
專
征

剋
卒
多
難

と
刻
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
銘
文
の
記
事

を
通
し
て
、
東
西
兩
魏
の

封
立
が
つ
い
に
沙
苑
の
會
戰
と
な

つ
て
あ

ら
わ
れ
る
こ
と
を
想
像
す

る
も

の
で
あ
る
。
帥
ち
北
魏
は
先
づ
西
紀
五
三
四
年
に
孝
靜
帝
を
主

に
い
た
だ
く
東
魏
の
獨
立
を
み
、

つ
い
で
翌
年
に
は
文
帝
を
い
た
だ

く
西
魏
の
獨
立
を
み
、
こ
こ
に
東
西
兩
魏
に
分
裂
す
る
に
至
る
。
而

し
て
東
魏
は
鄰
に
、
西
魏
は
長
安
に
そ
れ
ぞ
れ
都
を
か
ま
え
、
東
西



あ
い
封
立
す
る
の
で
あ
る
が
一
そ
の
内
實
は
一
孝
武
帝
を
め
ぐ
る
二

人

の
武
人
、
印
ち
東
魏
の
實
權
を
に
ぎ

つ
て
い
る
漢
族
出
身

の
高
歡

と
、
西
魏

の
指
導
權
を
も
つ
匈
奴
出
身
の
宇
文
泰
と
の
野
立
と
も
言

え
よ
う
。
こ
れ
ら
兩
者
の
對
立
を
、
今
問
題
と
し
て
い
る
中
興
寺

の
石

像
造
營
の
年
-
西
紀
五
三
七
年
を
中
心
と
し
て
究
明
し
て
み
よ
う
。

中
興
寺
石
像
造
立
に
先
立

つ
二
年
前
-
西
紀
五
三
五
年
に
は
、
東

魏
の
高
歡

と
早
く
か
ら
知
己
の
關
係
を
も
ち
、
加
う
る
に
そ
の
母
や

兄
を
東
魏
領
内
に
殘
し
、
西
魏
の
渭
州

(
甘
肅
省
隴
西
縣
)
刺
史
を

つ
と
め
て
い
る
可
朱
渾
元

(字
道
)
が
、
そ

の
所
部
三
千
を
ひ
き
い

�."-　.

て
東
魏
え
逃
亡
轉
屬
す
る
と
言
う
事
件
や
、
東
魏
の
武
將
司
馬
子
如

(字
遵
業

)
が
洛
陽
と
長
安

の
中
間
に
位
置
す
る
潼
關

(陝
西
省
)

を
攻
め
た

の
で
、
華
州

(陝
西
省
蕪
縣
)
を
中
心
と
し
て
東
西
兩
軍

　

の
間
に
戰
闘
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
る
o

つ
い
で
翌
五

三

六

年

に

は
、
西
魏

の
夏
州

(陝
西
省
楡
林
縣
)
は
高
歡
の
襲
撃
を
う
け
て
罕

匐

定
さ
れ
た
事
件
滴
ま
た
可
朱
渾
元

の
東
魏
え
逃
亡
す
る
に
際
し
便
宜

を
あ
た
え

た
西
魏
の
靈
州

(寧
夏
省
靈
武
縣
)
刺
史

の
曹
塰
や
、
そ

の
婿
に
あ

た
る
劉
豊

(字
豊
生
)
は
、
西
魏
の
派
逡
軍
の
攻
撃
を
う

⑬

け
な
が
ら
も
、

つ
い
に
東
魏
え
逃
亡
し
た
事
件
、

さ
ら
に

同

年

五

六
世
紀
前
牛
、
北
シ
ナ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
無
佛
思
想
に
つ
い
て

月
、
西
魏
秦
州

(
山
西
省
永
濟
縣
)
の
刺
史
萬
俟
普

(字
普
撥
)
は

そ
の
所
部
を
ひ
き
い
て
東
魏
え
逃
亡
を
企
て
る
が
、
西
魏
の
軍
隊
は

こ
れ
を
追
撃
し
な
が
ら
も
、

つ
い
に
把
捉
す
る
こ
と
な
く
絡
つ
た
事

　
　
　
件
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
る
に
こ
の
年

の
十
二
月
、
高
歡
は
み

つ
か
ら
大
軍
を
ひ
き
い
て
晋
陽
よ
り
南
下
し
、

黄
河
を
渡

り

沙

苑

(陝
西
省
同
州
)
え
進
み
、
ま
た
竇
泰
の
ひ
き
い
る
別
動
除
は
潼
關

㈲

に
入
り
、
兩
者
呼
應
し
て
西
魏

の
都
、
長
安

に
せ
ま
ら
ん
と
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
る
に
明
年
ー
中
興
寺
石
像

の
造
營
さ
れ
た
五
三
七
年

に
は
、
竇
泰
の
ひ
き
い
る
軍
隊
は
西
魏
軍

の
攻
撃
を
蒙

つ
て
敗
北
す

る
に
至
つ
て
い
る
。
沙
苑
の
會
戰
は
こ
の
石
像
が
造
營
さ
れ
た
四
月

よ
り
數

ク
月
經
過
し
た
、
十
月
よ
り
十

一
月
に
か
け
て
宇
文
泰
の
決

死
の
防
禦
の
下
に
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
東
西
兩

魏

の
封

立

は
、
逃
亡
と
そ
の
追
撃
、
兩
軍
の
交
戰
を
た
び
重
ね
る

の
で
あ
り
、

銘
文
に

「
躍
馬
邊
戎
。
値
四
方
多
事
」
と
言
う
造
像
主
で
あ
る
西
魏

の
武
將
の
述
懐
は
、
ま
さ
に

こ
の
沙
苑
の
會
戰
に
至
る
ま
で
動
亂
を

指
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

蓋

こ
れ
を
要
す
る
に
、
河
陰

の
變
に
始

る
爾
朱
榮

一
族

の
武
力
的

活
動
、
東
西
兩
魏
間

の
武
力
的
對
立
と
は
、

一
は
北
魏
の
帝
都
洛
陽

四
三



を
中
心
と
し
た
地
方
に
お
い
て
、
他
は
西
魏
の
首
都
長
安

を
中
心
と

す
る
北

シ
ナ
西
部

の
地
方
に
お
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
武
力
的
行
動
に

は
人
的

・
物
的
資
源
の
微
用
沒
收
は
言
う
に
及
は
ず
、
耕
作
地
帶
は

交
戰
に
よ

つ
て
、
あ
る
い
は
人
的
資
源
の
不
足
か
ら
荒
廢
化
し
ゆ
く

こ
乏
が

つ
き
も

の
で
あ
り
、
結
局
食
料
の
不
足

.
飢
饉
の
當
來
を
齎

し
、
戰

沒
者
の
家
族
や
家
財
を
燒
失
し
た
る
も
の
の
續
出
は
(
人
心

を
し
て
物
心
兩
面
よ
り
極
度
の
不
安
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
ま
さ
に
救
い
な
き
現
實
苦
に
外
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、

か
か
る
荒
廢

せ
る
瓧
會
に
こ
そ
現
在
無
錦

の
思
想
を
、
容
易
に
う
け

容
れ
る
態
勢
が
見
出
し
得
る
で
あ
ろ
う
し
、
亦
反
面
か
か
る
現
實
苦

の
體
驗

こ
そ
無
佛
思
想
を
よ
り

一
居
強
化
す
る
も
の
と

も

言

え

よ

う
。
批
較
的
李
穩
に
し
て
現
實
苦
の
切
な
る
體
驗
を
持
た
な
い
南
朝

治
下
に
、
無
佛
思
想
の
發
生
を
見
な
い
の
は
け
だ
し
當
然
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
點
に
お
い
て
、
私
は
こ
れ
ら
兩

つ
の
大
き
い

㈲

武
力
的
活
動

の
影
響
を
蒙

つ
た
瓧
會
に
、
無
佛
思
想
の
形
成
さ
れ
る

歴
皮
的
背
景
を
看
取
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

註

ω

大
村
西
崖

氏

支

那
美

術
彫
塑
篇
、
トの
自

頁

②

正
藏

駅
1
,
1
0
0
7
,
c

四
四

㈹

洛
陽
伽
藍

記
卷
第

一
永
寧
寺

の
條

に

「
洛
中
草

々
獪
自
不
安

。
死

生
根
怨

人
懐
異
慮

。
貴
室
豪
家
棄
宅
競
竄
。
貧
夫
賤

士
襁

負
爾

逃
」

(
r
藏

5
1
,
1
00
1
a
)
。
同
卷

第
四
法
雲
寺

の
條

に

「
經
河
陰
之
役
。

諸

元
殲

蠡
。

王
侯
第
宅
多
題
爲
寺
。
壽

丘
里
問
列
刹

相
望
。
祗
恒
鬱

起
寶
塔
高
凌
」

(正
=

5
1
,
1
0
16
,.
c
)

㈲

「
(建
義

元
年

)

是

(
八
)
月
葛
榮
率
衆
圍
相
州
。

九
月
乙

丑
詔

太
尉

公
上
党

王
天
穆
討
葛
榮
。

(巾
略
)

壬
申

柱
隣

大
將
軍
爾
朱
榮

率

騎
七
萬
討
葛
榮

於
釜
ロ
破

擒
之
Q
飴
衆

悉
降
。
冀

定
滄
瀛

殷
五
州

準
。

乙
亥
以
梺
萬
榮
大
赦

天
下
改
爲
永
安
」

(
魏
書

十
、
孝

莊
紀
第

+
)

⑤

「
永
安

二
年

五
月
。
北
海
王
元
頴
復
入
洛
。
廊

(永
寧
)
寺
聚
兵
」

(洛
陽
伽

藍
記
卷
第

一
永
寧
寺
條
、

正
藏

凹
"
】
O
O
ど

渺
)

「
七
月

帝

至
河
橋
・
與

頴
隔
河
相
望

。
太
原
王
命
車
騎
將
軍
爾
朱
兆
。
潜
師

渡
河
破
延
明
於
挾

石
。
頴
聞
延
明
敗
亦
散
走
」
(同
上
、
正
藏
5
1
,
10
0
1
,

o
)
。

「
上
黨
王
天
穆

討
雫
邪
果
及
元

頴
之
屯

於
河
橋
。
榮

遣
兆
與
賀

抜
勝
等
自

馬
渚
夜
渡
數

百
騎
。
襲
撃

頴
子
冠
受
擒

之
。
叉
進

破
安
豊

王
延
明
。
頴
於
是
退
走
。
」

(魏
書

七
十
五
、
列
傳

第
六
十
三
.爾
朱
兆

傳
)

⑥

「
時
太
原
王
Q
位
拯

心
驕
功
高
意
侈
。
與
奪
滅
否
肆
意
。
帝
恐

謂

左
右

日
。
腴
寧
作
高

貴
卿

公
死
。
不
作
漢
献
帝
生
。
九
月

二
十
五
日

詐
言
産
太
子
。
榮
穆
並
入
朝
」

(洛

陽
伽
藍
記
卷

第

一
永
寧
寺
條
、

正
藏

91
ご

H
O
O
ど

O
)
。

な
を
洛
陽
伽
藍
記
卷
第

四
、
宣
忠
寺

の
條

(
正
r1　

5
1
,
1
0
1
4
,
a
)

に
は
、
孝

莊
帝

が
侍
中
司
州
牧
城

陽
王
徽



と

ひ
そ
か
に
計
畫
を
相
談
し

て

い
る
會
話

が
詑
載

さ
れ
て

い
る
Q

ω

「
λ
謁
帝
。
從
入
不
過
數

十
入
。

叉
皆
挺
均
不
持
兵
仗
。
及

天
穆

至
帝
。
伏
兵
於
明
光
殿
東
廊
引
榮
及
榮
長
子
菩
提

天
穆
等
。
倶
入

坐

定
。
光
祿
少
卿
魯
安
典
御

李
侃
晞
等
。
抽

刀
而
至
榮
碧

逍

起

投

御

坐
。
帝
先
横

刀
膝
下
遂

手
刀
之
安
等
亂

斫
榮
與

天
穆
菩
提
。
同
時
倶

死
。
榮
時
年

三
+
八
。

於
是
内
外
喜

叫
聲
滿
京
城
」

(魏
書

七
+
四
、

列
傳

第
六
十

二
、
爾

朱
榮
傳

)

⑧

「
甲
辰
爾
朱
兆
o
爾
朱
度
律
o
自
富
雫
津

上
率
騎
渉
渡

o
以
襲
京

,
城
事

出
倉
卒
禁
衞
不

守
o
帝

出
雲
龍
門
o
兆
逼

帝
幸
永
寧

佛
寺

o
殺

皇
子
井
刹

司
徒

公
臨
淮

王
或
。
左

僕
射
范

陽
王
誨
。
戌
申

元
曄

大
赦

天
下
。
爾

朱
度
律
自
鎭
京
師
。
甲
寅
爾

朱
兆
蓬
帝
於
晋
陽
。
甲
子
崩

於
城
内

三
級
佛
寺
。

時
年

二
+
四
。」

(魏
書

+
、

孝
莊
紀
第
+
)

「
帝

即
出
庫

物
置
城
西

門
外

。
募

敢
死
之
士
。

以
討
世
隆
。

一
日
即

得
萬
餘
入
。
與
歸
等

戰
於
郭
外
。
兇
勢
不
摧
。

歸
等
屡
渉
戎
場
利

便

撃
刺
。
京

士
衆
未

習
冤
旅
。
雖
皆

義
勇
力
不
從
心
。

三
日
頻
戰
而
游

魂
不
息
。
帝
更
募
入
斷
河
橋
。
有
漢
巾
入
李
荷
爲
水
軍
從
上
流
放
火

燒
橋
。
」

と
孝
莊
帝
側

⑦
防
禦

の
樣
子
を
洛
陽
伽
藍
記

は
傳
え

て

い

る
O

(
正
　

5
1
,
10
02
,
a
)

⑨

大
村
西
蚩

氏

支

那
美
術

彫
塑

篇

図
。。
ひ
頁

⑩

「
(
天
卆
)
二
年

正
月
。
西
魏
渭
州
刺
史

可
朱
渾
道
元
。
擁
.衆
内
矚
。

祚
武
納
之
。
」

(北
史

六
、
齊
本
紀
上
第

六
)
。

「
元
既
早
爲
紳
武
知

遇
。
粂
其
母
兄
在
東
Q
帳
表
疏
與
紳
武
往
來
。
周
丈
帝
・有
疑

心
。
元

乃
率
所
部

三
千
戸
發
渭
州
」
Q

(北

史
五
+
三
、
列
傳
第

四
+

一
可
朱

六
世
紀
前

牟
、
北

シ
ナ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
無
佛
思

想
に

つ
い
て

置

元
傳
)。

⑳

「
(大
統
元
年

)

東
魏
將
司
馬
子
如
寇
潼
関
。

帝
軍
覇
上
子
如

乃

回
軍
自
蒲
津
寇
華
州
。
刺
史
王
羆
華
走
之
。
「
(北
史

九
、
周
本
紀
上

第
九
)
。

⑫

「
(
天
雫

)

三
年

正
月
甲

子
。

紳
武
帥
庫
狄

干
等
萬
騎
襲
西
魏
夏

州
」
o

(
北
史

亠ハ
、
齊

本
紀
上
第
六
)
ρ

⑧

「
靈
州
鎭
城
大
都
督
賀
拔
岳
與
靈
州
刺
史

曹
壁
不
睦
。

(劉

)
豊

助
梁
守
。

岳
將
自

討
塰
爲

侯
莫
陳

悗
所
殺
。

周
文

帝
潰
行
臺
趙
善
大

都
督

乃
俟

受
洛
于
。
來

攻
圍
引
河
灌

之
。
壘

與
豊
堅
守
不
下
。
農

乃

東
奔
紳
武
。
」

(
北
史
五
+

三
、
列
傳
第
四
十

一
劉
豊
傳
)
Q

㈹

噛

「
(天
雫

三
年

)

二
月
。

紳
武
令
阿
至
羅

逼
西
魏
秦
州
刺

史
建
忠

王
万
俟

普
撥
。
瀞
武
以
衆
應

之
Q
六
月
甲
午
普
撥

與
其
子
太
宰
受
洛

于
。

幽
州
刺
史
叱
于
寶
樂

。
右
衞

將
軍
破

六
韓
常

O
及
督
將

三
百
蝕

入
。
擁
部
來
降
。
」

(北
史

六
、
齊

本
紀

上
第
六
)
。
「
(大
統

)

二
年

五

月
。
秦

州
刺
史
建

忠
王
万
俟

普
撥
。
率
所
部
入
東
魏
。
帝
輕

騎
逍
之

至
河
北
千
餘
里
不
及
而
還
」
。

(北
史
九
、
周
本
紀
上
第
九
)
・

㈲

「
(天
卒

三
年

)
+

二
月
丁

丑
Q

紳
武
自
晋
陽
西
討
。

遣
鍮
僕
射

行
臺
汝

陽
王
暹
。
司
徒
高
昂
等
趣
上
洛
。
大
都
督
贇
泰
入
自
潼

關
。

四
年

正
月
癸

丑
。

竇
泰
軍
敗
自

殺
。

紳
武
軍
蒲
津

以
冰
薄

不

得

赴

救
」
。

(北
史

六
、
齊
本
紀
上
第
六
)

圃

瓧
會

・
國
家

に
關
す

る
佛
教
徒

の
感
情

・
意
見
を
表
示
す

る
も

の

も

へ

に
、

「
以
紹
蕃
國
。
氷
薄
之

心
。
唯
歸
眞
寂
」

(景
明
四
年

帆
0
9。

廣

川
王
祗
母
太
妃
侯
造
彌
勒
像
記
-
龍
門

石
窟
古
陽
洞
、
龍
門

石
刻
録

四
五



錬

夾
第

s
o
9
)

と
言

い
、
さ
ら
に

「
願
出
圭
尹
郷
」

(孝
昌

二
年

認
ひ

周

天
蓋
造
無
量
壽
佛
像
記
-
龍
門

石
窟
魏
字
洞

、
龍

門
石
刻
録
録
文

4
44
1
)

に
至

っ
て
は
、
統
治
支

配
さ
れ
る
肚
會

・
國

家
を
超
越

せ

ん

こ
と
を
要
望

し
て

い
る
。

四

無
佛
思
想

の
精
神
内
容
を
規
定
す
る
に
あ
た
つ
て
重
要
な
手
が
か

り
と
な

つ
た

「
二
聖
中
間
」
と
言
う
表
現
を
、
そ
の
銘
文
の
な
か
に

持
つ
定
襄
縣
高
嶺
以
東
諸
村
邑
儀
造
像
の
造
營
さ
れ
た
翌
年
ー
五
五

〇
年
の
五
月
に
は
東
魏
が
北
齊
に
、

つ
い
で
五
五
七
年
に
は
西
魏
が

北
周
に
改

つ
て
い
る
。
し
か
も
隋
唐
佛
教
を
特
色
づ
け
る
末
法
思
想

は
、

こ
の
北
周
の
廢
佛
を
待
た
ず
し
て
發
生
を
み
る
に
至

つ
た
こ
と

は
注
目
す
べ
ぎ
事
實
で
あ
る
。
私
は
時
間
的
接
近
と
類
似
的
な
性
格

と
に
着
眼
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
無
佛
思
想
と
そ
れ
に
後
續
す
る
末

法
思
想

と
の
つ
な
が
り
を
究
明
し
よ
う
と
思
う
o

涅
槃
宗
に
關
係
深
い
か
の
道
綽

叭O
トの
ー
9
叭
は
、
そ
の
生
涯
の
孚

に
し
て
曇
鸞
の
芳
躅
を
慕
い
、

つ
い
に
そ
の
本
業
を
す
て
、
淨
土
教

を
末
法
思
想
と
の
關
聯

の
も
と
に
昂
揚
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
著

　

安
樂
集

の
上
卷
に

四
六

聖
道

一
種
今
時
難
證
。

】
由
去
大
聖
遙

遠
。

二
由
理
深
解
微
。
是

故
大
集
月
藏
經
云
。
末
法
時
申
億
億
衆
生
。
起
行
修
道
未
有

一
人

得
者
。
當
今
末
法
現
是
五
濁
悪
世
。
唯
有
淨
土

一
門
可
通
入
路
。

と
言

つ
て
い
る
の
は
、
彼
の
教
學
を
特
色
づ
け
る
時
教
機
三
者

の
相

應
を
読
示
せ
る
も
の
で
あ
る
o

こ
の
な
か
、

「
去
大
聖
遙
遠
」
と
言

う
の
は
釋
迦
に
對
す
る
隔
絶
感
を
表
現
し

た
も
の
で
あ
り
、
彌
勒
に

封
す
る
隔
絶
感
を
表
示
し
て
い
な
い
が
、
無
佛
思
想

の
根
底
に
流
れ

る
思
想

と
撲
を

一
つ
に
す
る
も

の
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
安
樂
集

の
隔
絶
感
は
、

「
當
今
末
法
現
是
五
濁
惡
世
」
と
言

②

わ
れ
、

「
今
時
衆
生
帥
當
佛
去
世
後
第
四

五
百
年
」
と
言
わ
れ
る
よ

う

に
釋
迦
入
滅
後
現
今
に
至
る
ま
で
の
間

が
數
字
に
よ
つ
て
計
算
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
點
、
無
佛

思
想
に
お
け
る
場
合
と
趣

を
異

に
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
道
綽
の
言
う
五
濁
惡
世
は
曇

鸞
の
言
う
五
濁
之
世

の
書
き
換
え
で
あ
る
と
し
て
も
、
末
法
を
も
つ

て
無
佛

の
シ
ノ

ニ
ム
と
言
う
こ
と
は
出
來
な
い
。

こ
の
宋
法
は
曇
鸞

③

の
著
に
み
ら
れ
る
像
法
に
封
す
る
も

の
で

あ
り
、
那
蓮
提
黎
耶
舍
の

㈲

譯
出
に
か
か
る
大
集
經
月
藏
分
の
正
像
末

三
時
の
思
想
に
出
據
を
持

つ
も

の
で
あ
り
、
無
佛
思
想

に
お
い
て
考

え
も
及
ば
な
か
つ
た

「
去



聖
近
」

と
か
、

「
去
聖
己
遠
」
.と
言
う
考
え
は
同
じ
く
月
藏
分

の
五

箇
五
百
年
読
に
よ
つ
た
も
の
で
あ
る
。

か
く
經
典
に
裏
付
け
ら
れ
た

數
字
的

な
計
算
は
、
佛
滅
年
代
の
決
定
の
上
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
隔

絶
感
を
數
字
的
尺
度
を
も

つ
て
測
定
し
な
い
無
佛
思
想
は
、

た
ゴ
入
滅
の
事
實

の
み
が
直
ち
に
隔
絶
感
を
構
成
せ
し
め
る
。
こ
の

こ
と
は
無
佛
思
想
に
お
い
て
、
數
字
的
計
算
の
皆
無
を
物
語
る
も

の

で
あ
つ
て
、
無
佛
思
想

の
形
成
さ
れ
る
時
代
に
數
的
計
算
の
關
心
の

な
か
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
先
に
掲
げ
た
無
佛
思
想
に

關
す
る
六
種
の
資
料
の
な
か
、

一
番
年
代
の
古
い
五
三
C
年
の
造
像

に
先
立

つ
十

一
年
前
、
1
正
光
元
年
㎝
トの
O
に
は
道
士
姜
斌

と
封
論
し

た
曇
無
最

が
既
に
佛
滅
年
代
を

シ
ナ
の
帝
王
の
年
代
と
照
合
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
佛
入
滅
よ
り
正
光
元
年
に
至
る
ま
で
の
數
字
的

計
算
ぐ
ら
い
は
容
易
に
出
來
う
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
必
要
が
な
か

　

つ
た
た

め
か
、
そ

の
數
的
計
算
は
慧
思
に
至
つ
て
始
め
て
見
受
け
ら

れ
る
。

と
も
あ
れ
計
算
能
力
の
皆
無
で
は
な
い
時
代
に
、
そ
う
し
た

.數
的
表
示
を
行
わ
な
い
と
言
う
こ
と
は
、
無
佛
思
想
と
末
法
思
想
と

の
間

に
、
な
に
か
異

つ
た
面
が
存
在
す
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

照
ち
無
佛
思
想
が
過
去
に
お
い
て
實
在
せ
る
釋
迦
と
、
未
來
に
お
い

六
世
紀
前
牛
、
北
シ
ナ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
無
佛
思
想
に
つ
い
て

て
實
在
す
べ
き
彌
勒
と
言
う
兩

つ
の
支
點

の
上
に
構
成
せ
ら
れ
る

の

に
樹
し
、
末
法
思
想
は
過
去
に
お
い
て
實

在
せ
る
釋
迦
の
み
を
唯

一

の
支
點
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
な
か
兩
つ
の
支
點
を
持
つ
無
佛

思
想
は
、
過
去
と
未
來
な
る
兩
極
が
五
十
六
億
七
千
萬
年
と
言
う
天

文
學
的
數
字

に
類
似
せ
る
隔
た
り
に
お
い
て
存
在
す
る
こ
と
を
經
典

に
読
示
し
て
い
る
以
上
、

こ
と
さ
ら
に
釋
迦
入
滅
後
現
在
に
至
る
ま

で
の
時
間
的
計
算
を
試
み
る
必
要
が
な
か

つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ

に
封
し
過
去
の
釋
迦
に
唯

一
の
支
點
を
見
出
し
た
末
法
思
想
は
、
釋

迦
に
お
い
て
す
べ
て
の
始
元
を
求
め
よ
う

と
す
る
考
え
に
立
脚
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
未
來
に
む
け
ら
れ
る
覗
野

の
こ
と
ご
と
く
が
、

過
去
な
る
釋
迦
に
そ
そ
が
れ
る
こ
と
と
な

る
。
そ
こ
に
釋
迦
と
現
在

と
の
間
の
隔
り
が
意
識
さ
れ
、
そ
の
隔
り

の
數
的
表
示
が

一
暦
張
く

隔
絶
感
を
深
め
る
に
役
立

つ
點
、
數
的
計
算
が
必
要
靦
さ
れ
る
。
か

く
無
佛
思
想
と
末
法
思
想
と
は
同
じ
く
隔
絶
感

の
上
に
立
ち
な
が
ら

も
、
兩
者
そ

の
立
場
を
異

に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
違

つ
た
樣
相
を
示
す

に
至

つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
道
綽
の
言
う
≒
理
深
解
微
L
は
機
教
に
野
す
る

反
省

で

あ

り
.
時
に
對
す
る
反
省
を
表
示
せ
る

「
去
大
聖
遙
遠
」
と
對
を
な
せ

四
七



る
も

の
で
あ
る
。
か
く
自
己
を
内
深
く
顧
る
と
言
う
こ
と
は
、
か
の

㈲

比
丘
道
翫
等
造
石
像
記
に

弟
子
等
稟
質
常
因
宣
羅
塵
滓
。

(中
略
)
囑
生
命
辰
坎
填
之
世
。

塵
廻
生
死
。
出
垢
糜
逕
。

と
言
え
る
如
く
、
既
に
無
佛
思
想

に
お
い
て
存
在
せ
る
と
こ
ろ
の
も

.

.h

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
羅
と
言
う
字
は
囃
の
字
の
略
な
る
べ
く
、
隰
閣
ぎ

雷
ず
ω1
塵
染

・
垢

の
義
を
持

つ
も

の
で
あ
り
、

「
出
垢
靡
逕
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
囃
は
否
定
さ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
な
な
が
ら
、
現

實
に
は
解
脱
え
の
通
路
を
遮
斷
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

か
Σ
る
越
え
難
い
隘
路
を

「唯
是
自
利
無
他
力
持
」
と
言
う

こ
と
に

お
い
て
曇
鸞
は
克
服
し
た
の
で
あ
り
、
道
綽
の
言
う

「
理
深
解
微
」

は
内
容

的
に
、
曇
鸞

の
そ
れ
を
豫
想
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な

　

い
。
從

つ
て
無
佛
思
想
を
克
服
し
た
曇
癒
は
別
と
し
て
、

一
般
的
に

無
佛
思
想
は

「
二
聖
中
間
」
と
言
う
隔
絶
感
か
ら

一
歩

進

ん

で
、

[
二
聖
中
間
」
と
言
う
現
實
に
位
置
す
る
自
己
を
問
題
硯
せ
ん
と
す

鋤

'

る
内
向
性
を
内
含
す
6
と
共
に
、
そ
の
内
向
に
お
い
て
解
脱

へ
の
通

路
の
遮
斷
を
み
つ
か
ら
意
識
す
る
に
至
る
。
隔
絶
感
に
加
う
る
に
遮

斷
の
意
識
は
、
高
度
な
絶
望
、
深
淵
の
自
覺
を
齎
ら
す
。

こ
れ
に
封

四
八

し
末
法
思
想
に
あ
つ
て
は
通
路
の
發
見
が
な
さ
れ
て
い
る
。
帥
ち
慧

　り

　

　

　

思
に
お
い
て
は
最
後
的
に
彌
勒
下
生
時
を
、
道
宣
に
お
い
て
は
復
古

を
、
道
綽
に
お
い
て
は
淨
土
の

一
門
を
そ
れ
ぞ
れ
發
見
し
、
そ
こ
に

彊

い
確
信
に
み
ち
た
期
待
を
置
い
て
い
る
。

か
く
し
て
無
佛
思
想
も

末
法
思
想
も
と
も
に
暗
さ
と
言
う
點
で
同
質
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の

濃
度
に
お
い
て
無
佛
思
想
は
末
法
思
想
を
凌
駕
し
て
い
る
と
言
う
こ

と
は
、
末
法
思
想

に
開
か
れ
た

一
面
を
持

つ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
先
に
も
注
意
を
拂

つ
た
よ
う
に
、
末

法
思
想
が
、
釋
迦
に
す
べ

て
の
始
元
を
求
め
よ
う
と
す
る
考
え
に
立

脚
す
る
か
ら
で
あ
り
、
常

に
み
つ
か
ら
の
鑑
を
釋
迦
に
お
い
て
見
出

し
、
そ
の
鑑
に
お
い
て
み

つ
か
ら
と
み
つ
か
ら
の
周
遍
を
省
る
と
言
う
精
神
作
用
が
、
暗
さ
の

な
か
に
も
通
路
の
發
見
を
喚
起
せ
し
め
る

に
至
つ
た
の
で
な
か
ろ
う

か
。蓋

こ
れ
を
要
す
る
に
、
無
佛
思
想

と
そ
れ
に
後
續
す
る
末
法
思
想

と
の
つ
な
が
り
を
究
明
し
た
私
は
、
そ

の
關
聯
を
次

の
如
く
要
約
す

る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
。

一
、
無
佛
思
想
は
北
魏
末
よ
り
東
西
兩
魏

の
中
期
に
か
け
て
形
成

さ
れ
た
思
想
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
短
期
間
に
、
限
ら
れ
た
狹
い



北

シ
ナ
地
方
に
形
成
さ
れ
た
點
で
地
方
的
性
格
を
持
つ
も
の
で

あ

る
。

こ
れ
に
對
し
て
宋
法
思
想

は
シ
ナ
に
お
け
る
佛
教

の
展

開

の
上
で
質
的
に
も
、
量
的

に
も
、
隆
盛
を
を
示
し
た
'
隋
唐

佛
教
を
し
て
特
色
づ
け
る
契
機
を
與
え
る
點
で
、
地
方
的
性
格

の
域
を
脱
し
て
い
る
。

二
、
無
佛
思
想
は
北
魏
に
お
け
る
佛
教
信
仰
ー
釋
迦

・
彌
勒
に
封

す
る
信
仰

の
な
か
か
ら
發
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
所
謂
宗
教
の

本
質
的
な
庵
の
に
根
ざ
す
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
樹
℃
末
法
思

想

は
正
像
末
と
言
う
三
時

の
體
系
が
組
織
さ
れ
た
上
に
成
立

つ

も

の
と
し
て
、
數
種
の
佛
教
經
典
に
よ

つ
て
導
か
れ
て
い
る
。

從

つ
で

こ
れ
ら
兩
者
は
、
と
も
に
シ
ナ
に
お
い
て
發
生
し
形
成

さ
れ
た
點
で
撲
を

一
に
す
る
も
、
無
佛
思
想
を
読
示
す
る
佛
教

經
典
の
存
在
し
な
い
の
に
封
し
、
宋
法
思
想
は
經
典
的
根
據
の

　　

上

に
確
立
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
兩
者
の
間
に
相
違
が
看
取
さ

れ
る
。

三
、
無
佛
思
想
は
先
に
注
意
し
た
よ
う
に
、
宗
歡

の
本
質
的
な
面

か
ら
發
生
し
て
い
る
の
に
封
し
、
宋
法
思
想
は
現
實
の
佛
教

々

團
内
部
の
亂
れ
乃
至
世
相

の
荒
廢
が
、
そ
れ
を
自
覺
せ
し
め
る

六
世
紀
前
牛
、
北
シ
ナ
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
無
佛
思
想
に
つ
い
て

第

一
素
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
〇

四
、
兩
者
は
と
も
に
現
實
の
今
に
お
い
て
、
隔
絶
感
を
構
成
し
て

い
る
點
で
共
通
性
を
保
持
し
て
い
る
が
、
各
自

の
立
場
の
相
蓮

か
ら
異
つ
た
樣
相
を
呈
す
る
に
至
つ
て
い
る
。

も
し
こ
れ
ら
の
諸
點
に
お
い
て
誤
り
が
な

い
と
す
る
な
ら
ば
、
無
佛

思
想
と
宋
法
思
佛
と
は
と
も
に
共
通
す
る
諸
點
を
持
ち
な
が
ら
も
、

異

つ
た
面
を
持
つ
も
の
と
し
て
峻
別
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

比
丘
道
翫
等
石
像
記
や
造
中
興
寺
石
像
記
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
宗

教
の
本
質
的
な
も
の
に
封
し
て
外
部
的
な
も

の
ー

一
般
就
會
に
見
出

せ
る
現
實
苦
に
重
點
を
持

つ
と
推
測
さ
れ

る
類
は
、
經
典
的
な
根
據

さ
え
與
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
直
ち
に
末
法
思
想
に
變
貌
し
う
る
可
能

性
を
多
分
に
持

つ
も
の
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ど
も
か
く
無
佛
思
想
は
極
く
わ
ず
か
な
數
種
の
資
料
に
お
い
て
見

出
・せ
る
も

の
で
あ
る
が
、
北

シ
ナ
に
生
涯

を
逾

つ
た
人
た
ち
の
、
釋

迦

・
彌
勒
に
對
す
る
信
仰
の
展
開
史

の
上

に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
し

て
、
六
朝
佛
教

の
宋
期
を
飾
る
も

の
で
あ

り
、
こ
め

こ
と
は
他
面
、

た
だ
宗
教
的
本
質
面
か
ら
發
生
し
た
、
言

は
ば
佛
教
經
典
に
根
據
を

持
た
な
い
も
の
と
し
て
、
佛
教
が
シ
ナ
に
受
容
さ
れ
て
以
來
、
茲
に

四
九



始
め
て

シ
ナ
人
の
體
驗
に
基
づ
い
た
、

イ
ン
ド
に
は
見
出
す
こ
と
の

出
來
な

い
、

シ
ナ
人
獨
自
の
信
仰
形
態
を
持
つ
に
至
つ
た
こ
と
を
示

す
も
め

で
あ
る
。

註

ω

正
藏

ミ

"
嶺
匂
。

②

正
藏

貲
"

蔭
"
び

㈲

無

量
壽
經
奉
讃

に

「
大
師
龍
樹

摩
訶
薩
、

誕
形
像
始

理

頽

網
」

(
正
藏

4
7
,
4
2
4
,
a
)
と
言

い
、

無
量
壽
經
論
註
卷
上

に

「
天
親

菩
薩
在
釋
迦
如
來
像
法

中
」

(
正
t藏

4
0
,
8
2
7
,
a
)

㈲

北
齊

天
統

二
年

5
6
6
譯
出
設

(
三
寶

紀
卷
第
九
ー

正
藏

心
P

G。
8

げ
)

(開
元
録

卷
第
六

i

正
藏

5
5
,
5
4
3
,
c
)
と

天
統

三
年
設

(
三

寶
紀
卷
第

三
-

正
藏

お

》
ミ

)

⑤

彼

は
立
誓
願
文

の
な
か
で

「
本
起
經
巾
詭
。
佛
從
癸

丑
年

七
月

七

日
入
胎
。
至
甲
寅
年

四
月

八
日
生
。

(巾
略
)
至
癸

酉
年

八
+
。

二

月

十
五
日
方
便
入
涅
槃
。
」

(
正
藏

戯
9

臼
Oo
9

び
-
o
)
と
言

つ
て
い

る

の
は
修
起

本
起
經

の
詭

を
支
那

の
年
代

に
配

当
し
た

も

の

で

あ

り
、
法
s
-j
(4
9
5
-
5
8
0
)
や
曇
無
最

の
設

と

一
致
す

る

電

の

で

あ

る
。

つ

い
で
彼

は
こ
の
佛
滅
年
代
を
基
と

し
つ

つ
、
正
法

五
百
年
像

法

一
千
年
末
法

一
萬
年
詭

に
よ

つ
て
正
像

末

の
三
時

を
年

代
的
に
決

定
し
、
「
我
慧
思
即
是
末
法
八

+

二
年
太
歳
在

乙
未

+

一
月

+

一
日
。

於
大
魏
國

南
豫
州
汝
陽
郡
武
津
縣
生
」

(
正
藏

4
6
,
7
8
7
,
a
)
と
表

示
す

る
に
至

っ
て

い
る
。

㈲

大
村

西
崖

氏

支
那
美
術
彫
塑
篇

卜。
自

頁

ω

北
魏

の
佛
教

に
因
縁
淺

か
ら
ざ

る
鳩
摩
羅
什
譯
出

に
か
か
る
大
智

査
○

度
論
卷
第
四

十
八

に
、

「
聞
羅
字
即
隨
義
知

一
切
法
離
垢
相
。
羅
闍

秦
言
垢
」

(
正
藏

2
5
,
4
0
Qo
触
げ
)
と
言

つ
て
居
り
、
宣

羅
塵
滓

と
言

え
る
は
多
分

こ
れ
に
よ

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

な
お
無
年
紀

の
書
寫
經

典

で
は
あ

る
が
、
北
魏
寫

と
言

わ
れ
る
大

般
涅
槃
經

の
奧
書

に

「
是

以
尼
道

明
勝
自
惟
往
殖

不
純

生
遭
末

代
沈
羅

生
死
難

道
化
」

(東
京

第

十

一
回
大
藏
會

展
觀

同
録

)
と
言

い
、
同
じ
く
無
年
紀

の
十
萬

千

五
百
佛
名
經

の
奧
書

に
「
佛
弟

子
尼
道

明
勝
自

云
宿
殖
根
尠
沈
溺

(中

略
)
現
在
之
宀男
塵
羅
之
蔽
」

(京
都

第
十
五
回
大
藏
會

展
觀
日
録

)
と

言

つ
て

い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
兩
者

は
同

一
入

の
寫
經

の
よ
う
で
あ

る
が
、
惠
榿

の
寫
經

と
と

も
に
、
そ

の
奧
書

に
羅
を
使
用

し
て

い
る
o

⑧

正
光

五
年

㎝
bO
虧
の
劉
根
等

四
十

一
入
造

三
級
癖
浮
圖

記
に
、

「
而

不
豫
殖
微
因
」
と
言

い
、
ま

た
永
煕

i
j年

5
3
3
S
比

丘
惠
榿
所
寫
寶

梁
經
奧
書

に
、

「
是
以

比
丘
惠

榿
[自
惟
臈
薄
」

と
言

つ
て
い
る

の
は

と
も

に
、
内
向

の
き
ざ
し
を
示
す
電

の
で
あ

ろ
う
o

⑨

結
城
令
聞
博
士

支
那
佛
教

に
於
け

る
末
法
思
想

の
興
起

(東
方

學
報
F、
東
京
第
六
册

2
12
-
2
1
3
頁
)

⑳

高

雄
義
堅
氏

末
法
思
想

と
諸
家

の
態
度

(支
那
佛
教

史
學
第

一

卷
第

一
號

1
2
-
1
6
頁

)

も

も

も

し

⑳

紳
龜
二
年

蟄
O
杜
永
安
造
無
量
壽
佛
像
記
に
「
淺
世
凡
夫
。
口
受

も

も

カ

う

罪
積
。
末

世
古
初
。
怨
今
無
稲
」

(龍
門

石
窟
古
陽
洞

、
龍
門

石
刻

録

録
丈
第

ひ
。。
ひ
)
と
言

い
、
あ

た
か
も
末
法
思
想

の
洗
禮

を
う
け
た

も

の
の
如
く
思
わ
れ

る
が
、
實

は
正
像
末

の
三
時

の
そ

れ

で

は

な

い
。
所
謂
經

典
的
根
據
を
持
た

ぬ
も

の
の

一
例

で
あ

る
。

(
本
研
究
は
昭
和

二
十
八
年
度

に
於
け

る
丈
部
省
科
學
研
究

助
成

補
助

に

よ
る

「
六
朝
時

代

に
於
け

る
佛
教
受
容

」

の

一
部
を

な
す

も

の
で
あ

る
)


